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JMPをマスターしよう グラフビルダー活用編 (全2回)
第1回：基本操作と活用するためのコツ

2023/11/7
SAS Institute Japan 株式会社
JMPジャパン事業部

Webセミナー

セミナーの概要

注意：
本セミナーは聴講式のセミナーです。
本セミナーは、現時点での最新バージョン「JMP 17.2」で実施します。

はじめに
1. グラフビルダーの概要と基本操作
2. グラフビルダーで描けるグラフ
3. グラフのカスタマイズ
4. よくある質問（FAQ)
まとめ
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はじめに

なるほど、変数をXやYとかにド
ロップしてグラフを作成できる
んだ！

はじめに

うーん。でも Excelでもグラフは作
ることができるし。。

わざわざJMPでグラフをつくる必要
はないのでは？

y = 0.1645x + 70.062
R² = 0.1323
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はじめに

単に、グラフを描くためだけの機能で
はないのです。

データを探索して新たな発見をするた
めの仕掛けがあるのです。

はじめに
層別：何かで分けて分析すると新たな発見が

Men(人)

Machine(機械)

Material(材料)

Method(方法)

Measurement
(測定方法)

Environment(環境)

Time(時間)

5METによる層別
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1. グラフビルダーの概要と基本操作

• 「グラフビルダー」の概要

• 基本操作

• 散布図の作成

• グループ化

• 棒グラフの作成

• ローカルデータフィルタの利用

• 列スイッチャーの利用

• グラフの確定やUndoなど

• グラフの保存/共有

「グラフビルダー」の概要

②グラフの種類を指定するアイコン群

③作成したグラフに対
するオプション

①左上の列を選択し、
想定するゾーンにド
ロップする

• カテゴリカル変数も連続変数も扱い、グラフをグループごとに並べて表示できる
プラットフォーム

• 散布図や棒グラフなどいろいろな種類のグラフを、ドラッグアンドドロップで対
話的に作成することにより、複数の変数の関連を探索することができる

① 左上の列を線選択し、想定す
るゾーンにドロップする

② 上側のアイコンから、描きた
いグラフをクリックする

③ 必要に応じて、左下のオプ
ションを設定する

基本的な操作手順
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基本操作：散布図の作成
例: JMPのサンプルデータ「Tablet Production.jmp」を用いて、
溶出と粉砕時間の関係を示す散布図の作成

操作手順
1. [グラフ] > [グラフビルダー] を

選択
2. 「溶出」（連続尺度）をドラッグ

し[Y] ゾーンでドロップ、「粉砕
時間」（連続尺度）をドラッグし
[X] ゾーンにドロップ

3. 上側にあるアイコン[楕円] をク
リック ⇒ 確率楕円の表示

4. 左下の「楕円」から[相関]を選択
⇒ 左上に相関係数を表示

基本操作：グループ化
例：層別変数（「スクリーンサイズ」）を用い、分割してグラフを
描画、または重ね合わせたグラフを描く

グループX

段組

グループY

重ね合わせ
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基本操作：棒グラフの作成

操作手順
1. [グラフ] > [グラフビルダー] を

選択
2. 「溶出」をドラッグし[Y] ゾーン

でドロップ、「スクリーンサイ
ズ」をドラッグし[X] ゾーンでド
ロップする

3. 上側にあるアイコン[楕円] をク
リックし、棒グラフに変更する

4. 左下の「棒」の誤差の区間から
[標準誤差] を、ラベルから [値
ラベル] を選択

基本操作
ローカルデータフィルタの利用

レポート上で、分析対象となるデータを絞りこめる

ローカルデータフィル
タのアイコンをクリッ
クするか、グラフビル
ダーの左にある赤い三
角ボタンから [ローカ
ルデータフィルタ]を
選択

フィルタ条件を指定
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基本操作
列スイッチャーの利用

分析に用いる変数を切り替えることができる
列スイッチャーのアイコン
をクリックするか、グラフ
ビルダーの左にある赤い三
角ボタンから [やり直し] 
> [列スイッチャー]を選択

切り替える
列を選択

基本操作
グラフの確定やUndoなど

グラフビルダー起動時のボタン群

[前回の設定]：前回作成したグラフを再現させる
(注意：一度JMPを終了すると、前回の設定はなくなる
[ダイアログボックス]：下図のようなウィンドウが起動し、
他のJMPのプラットフォームと同様の形式で列の役割を指
定できる

変数をドロップゾーンにドロップ時
（グラフ作成時）のボタン群

[元に戻す]：ウィンドウに加えた最後の変更内容を取り消す
[やり直し]：ウィンドウをグラフビルダー起動時の状態に戻す
[終了]：変数の選択ボックスやドロップゾーンの枠を非表示にする
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基本操作
グラフの保存/共有

[ツール] メニューにある [選択ツール] を用いると、レポートウィンドウの中で必要
なものだけを選択してコピーし、他のアプリケーションに貼り付けることができる

貼り付け

画像として保存

1. メニューバーから [ツール] > [選択ツール] を選択する
2. マウスカーソルが選択ツールのアイコン（ ）に変わるので、

貼り付けたい範囲を選択する

他のアプリケーションに貼り付け
1. 右クリックし、[編集] > [コピー] を選択する（クリップボー

ド上にコピーされる）
2. Power Point上で貼り付けを行う
画像として保存
1. メニューバーより、[編集] > [選択部分を保存] を選択
2. ファイルの種類（pngなど）とファイル名を指定して保存する

基本操作
グラフの保存/共有

[ファイル] > [名前を付けて保存] を選択し、さまざまなファイル形式で保存できる

・イメージ形式での保存
PNG, EMF, JPG, GIFなど
・RTF形式での保存
Wordなど文書ソフトで読み込める形式

参考：[ファイル] > [書き出し] を選択する
と、書き出す形式を選択して保存できる
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2. グラフビルダーで描けるグラフ

• バイオリンプロット

• パラレルプロット

• 折れ線、平滑線

• ヒートマップ

• 詰め込み棒グラフ

バイオリンプロット
データの密度を視覚化

カーネル密度を縦軸に対して対称にプロットすることで、
データの密度を表したグラフ

• 変数「溶出」を [Y] ゾーンに,
「スクリーンサイズ」を[X] ゾー
ンにドロップ

• 上側のアイコンから「等高線」を
選択

サンプルデータ「Tablet Production.jmp」
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パラレルプロット
複数の変数の流れを視覚化

行の値を、複数の変数にわたってつなげたグラフ

• 変数「粉砕時間」、「スクリーンサ
イズ」、「スタアリン酸マグネシウ
ム供給業者」、「乳糖供給業者」、
「砂糖供給業者」、「タルク供給業
者」、「溶出」を同時に選択し(Ctrl
キーを使用)、[X] ゾーンへドロップ

• 上側のアイコンから [パラレル] を
選択

サンプルデータ「Tablet Production.jmp」

折れ線、平滑線
時間とともに変化するデータの視覚化

• 変数「Q-E」を [Y] ゾーンに、
変数「日付」を [X] ゾーンにド
ロップ

• 上側のアイコンから [折れ線] 
を選択

• Shiftキーを押しながらアイコン
[平滑線] を選択

折れ線によりデータの推移を、平滑線によりトレンドを調べる

サンプルデータ「Water Treatment.jmp」
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ヒートマップ
色の濃淡で数量を表現

• 変数「Y_Die」を [Y] ゾーンに、変数
「X_Die」を [X] ゾーンにドロップ

• 変数「Lot」を [グループ X] ゾーンに、
変数「Wafer」を [グループ Y] ゾーン
にドロップ

• 上側のアイコンから [ヒートマップ] を
選択

• 変数「Defects」を [色] ゾーンにド
ロップ

複数のカテゴリカル変数（名義/順序尺度）の
組み合わせに対し、数量を色の濃淡で表現

サンプルデータ「Water Stacked.jmp」

詰め込み棒グラフ

• 変数「有害事象として報告された
用語」を [X] ゾーンにドロップ

• 「棒のスタイル」を[詰め込み]に
変更

• 「詰め込み 主要カテゴリ」
を”10”に変更

カテゴリ数が多いデータで、主要なカテゴリ（度数が多い
ものなど）を強調される棒グラフ

サンプルデータ「Nicardpine.jmp」
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3. グラフのカスタマイズ

グラフのカスタマイズ
カスタマイズ方法

① 左上の赤い三角ボタンをクリックし、オプションを選択
② グラフ右側に表示される凡例を右クリック
③ グラフ上を右クリックし、[カスタマイズ]を選択

①
• グラフに表示するもの（タイ

トル、凡例）などの設定
• 凡例の詳細設定（位置など）
• グラフで用いる色の設定

②
• 線種、線の色、線の幅など
• 棒の塗りつぶしの色、パターン
• プロット点の色やサイズ

➂ グラフのコンテンツを選択し、グラフをカスタマイズ
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グラフのカスタマイズ
カスタマイズ例

サンプルデータ「Water Treatment.jmp」で3つの系列に対して
描いたプロット、平滑線のカスタマイズ

• マーカーを薄くする
• 平滑線を太くする
• 凡例を右上からグラフ上の左上に移動する

グラフのカスタマイズ
カスタマイズ例

マーカーの透明度を変更
（グラフを右クリック）

平滑線の線の幅を変更
（凡例を右クリック）

凡例の位置を変更
（左上の赤い三角ボタン
から選択）
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4. よくある質問（FAQ）

• その1: 複数のグラフを重ね合わせるには？

• その2:複数の列をまとめてX軸にした散布図を描
くには？

• その3: グラフのカテゴリ順序を変更するには？

その1:複数のグラフを重ね合わせるには？

例：散布図に等高線（バイオリンプロット）を重ね合わせる

Shiftキーを押しながら、[等高線] のアイコンを選択
（または、[等高線]のアイコンをグラフゾーンにドロップ）

サンプルデータ「Tablet Production.jmp」
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その2:複数の列をまとめてX軸にした散布図を描くには？

• 複数の列を同時に選択しド
ラッグする

• ドラッグ時に、Shiftキーを
押し、押し続けたまま、[X] 
ゾーンにドロップする

選択した変数ごとに、分割したグラフが作成される

サンプルデータ「Tablet Production.jmp」

例：X軸に指定する複数の変数について、グラフを分割して表示する

その3: グラフのカテゴリ順序を変更するには？

例：グラフの表示順序を、”over 60”,”<60”,”<50”, ”none” の順に変更する

• X軸を右クリックして、[水準の設定] を選択
• リストで表示順序を変更する

サンプルデータ「Lipid Data.jmp」
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まとめ

まとめ

グラフビルダーは、実際に使用してみて効果がわかる機能

• 本資料で紹介している例を実際にやってみる
• 業務で生じるデータでグラフを描いてみる

• 「グラフビルダー」は、データをインタラクティブに探索するのに適
したグラフインターフェイスである

• さまざまなグラフを描くことができ、データを理解するのに役立つ
• 層別変数でグラフをグループ化することが容易にでき、グループ間で

の違いを効果的に考察できる
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JMP 17 トライアル版

ダウンロードページ

• 製品版JMPと同機能を、アクティベーション（ライセンス
認証）後、30日間試用可能（1回限り）

• Windows版/Macintosh版を用意

JMPをマスターしよう オンデマンド版
JMPを学べる無料動画

• 「JMPをマスターしよう」セミナーのオンデマンド版
• オンデマンド用に短めの動画に再構成
• Tipsや有用な機能の紹介

JMPをマスターしよう（日本語版）セミナー一覧

33
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https://www.jmp.com/ja_jp/download-jmp-free-trial.html
https://community.jmp.com/t5/Mastering-JMP/tkb-p/learn-jmp-tutorials-tkb?tags=Japanese


Page 18

JMPユーザコミュニティのブログ（日本語）
JMPの情報満載のブログサイト

JMP User Communityのブログ（Naohiro Masukawa）

• JMPに関する記事を投稿
• データ分析例について
• アピールできる機能について
• 便利な機能
• セミナー等のご案内

ブログの購読方法
（新しいブログが投稿されるとメールで案内）

①サインインする（SASプロファイルの登録が必要）

②左下の「オプション」から「購読」をクリック

第2回の予告
2023/11/14（火） 15:00～16:00

グラフビルダーをさらに活用するための便利な機能を紹介

ホバーラベルを使ったドリルダウン グラフビルダーに統計量を追加する
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https://community.jmp.com/t5/Naohiro-Masukawa/bg-p/nmasukawa-blog
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本セミナーで使用したデータ
Car Price Prediction

Automobile - UCI Machine Learning Repository

Car Price Prediction Multiple Linear Regression (kaggle.com)

• フォルダを移動し、レポートを参照（フィル
タ、アニメーションも利用可能）

• データのダウンロードが可能（SASプロファ
イルでログインした場合）

本セミナーのレポート、データ
に関するJMP Publicのリンク

車の価格(Price)をさまざまな属性から予測することを目的としたデータセット

データの出典、参考

jmp.com

Copyright © SAS Institute Inc. All r ights reserved.
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https://archive.ics.uci.edu/dataset/10/automobile
https://www.kaggle.com/datasets/hellbuoy/car-price-prediction?select=CarPrice_Assignment.csv
https://public.jmp.com/spaces/ALLUSERS/posts/T9vr3fsXSk_t5RjCRt6CN/reports
https://public.jmp.com/spaces/ALLUSERS/posts/T9vr3fsXSk_t5RjCRt6CN/reports
http://www.sas.com/
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